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旅行を購買するという2段階の意思決定を想定した．なお，  

観光地選択についてはオケージョンと観光地の魅力の2つ  

の要因が考えられるが，本研究では前者のみを考慮するこ  

ととした．  

4．分析モデル   

分析モデルは，3つのStepから成るものとする．アン  

ケートにおける旅行履歴は商品としての旅行を購買したも  

のであり，非購買の選択については捕捉されていない．   

そこで，本研究ではStep．1において商品としての旅行の  

魅力度を定式化する．次に，Step．2では前述の魅力度を用  

いて各旅行先に対する潜在需要を推定することにより，非  

購買の選択を掃捉する．最後に，Step．3では潜在需要を加  

味した上での観光地間の競合関係を空間に付置し，潜在的  

競合関係を分析する．   

4．皿．S仕ep．皿（値頃感の算出）   

Step．1では商品の魅力度の指標として値頃感を取り上げ  

る．値頃感は，平均的旅行費用に対する実際に支払った費  

用の比率とする．   

ここで，平均的旅行費用は宿泊数，観光地，旅行のタイ  

プより推定する．例えば繁忙期における旅行費用は通常期  

に比べて割高であると考えられる．よって，以下のような  

月別のウェイトを考慮した非線形回帰モデルを用いる．  

皿。はじめに   

本稿は，日本オペレーションズ・リサーチ学会マーケテイ  

ング・モデル研究部会において行われた第4回データ解析  

コンペの報告である．本コンペでは，観光旅行に関するア  

ンケートを用いて観光地選択の競合構造を把握するモデル  

を提案し，その独自性を競うものである．   

我々は海外旅行を対象とし，潜在需要を考慮した競合モ  

デルを提案した．  

2．使用データ   

アンケートから得られた海外旅行件数942件のうち，回  

答に不備があるものを除いた784件を対象に解析を行った．   

なお，アンケート項目の中で使用した項目は以下の通り  

である．  

個人属性   年齢，性別，未既婚，子どもの年齢，  

年収  

オケージョン： 同行者，人数，旅行のタイプ，宿泊数  

旅行履歴   観光地，出発月  

少i（ごノ，た）＝叫（αり＋βゐ＋γ）＋グエ   （1）  

し，それぞれの記号は以下の通りである．  だ
；
．
▲
イ
ノ
．
血
 
 

た
 
 月（‘＝1，…，12）  

観光地（ノ＝1，…，7）  

泊数（た＝3，4，5，6，7）  

旅行のタイプ（エ＝1，…，7）  

観光地ノまでの距碓  

五月に距離エゴの観光地ブにゐ泊する  

ときにかかる推定旅行費用  

パラメータ   

図1．旅行決定プロセスの概念モデル  

3．概念モデル   

本研究では，消費者は観光地を選択し，次に商品である  
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ただし，αJ，ムノはそれぞれAJ，BJの列平均のベクトルで  

ある．一方，CJ，DJは既知であり，この列に関する列平  

均のベクトル入とする．   

ここで，  

従って，五月の観光地ノの値頃感riブは（2）式のように定  

義される・ただし飢（ェノ，た）は実際に支払った費用である．  

机（ギブ，た）  
（2）  

riメ＝   

少i（エゴ，た）   
Cl－1入  

Cり－1入  

Al－1〃  

Aっ－1〃  

4．2．Step．2（潜在需要推定）   

本研究では，旅行の決定と断念をそれぞれ商品の購買と  

非購買の選択と捉える．そこで，以下のように月別観光地  

別の実旅行者数は，月別観光地別の潜在需要と購買／非購  

買の選択確率との積により得られるものとして潜在需要を  

推定する．なお，購買／非購買の選択要因は，Step．1にお  

いて求められる値頃感とする．  

Dl－1入  

Dっ－1入  

Bl－1〃  

Bっ－1〃  

とおくと，分散・共分散行列は  

eβrり  

叫＝Qブ×叫×riJX  
（3）  

1＋eβrり  
｝  

選択確率   
潜在需要  

た  
‥用の観光射への英断音数   

Qブ，♂ ‥ パラメータ  

4．3．Step．3（競合構造の把握）   

観光地選択における潜在的競合関係を把握するために，数  

量化理論ⅠⅠ類を用いる．ただし，このときに使用するデー  

タ行列は以下の通りである．  

となる．   

各観光地毎の旅行実行者と断念者の分散・共分散行列が  

等しいことより，  

云22＝∑Ⅴ丹＋∑uJリノ＝∑Ⅴ細＋∑署Ⅴ汁  
J  J  

J  J  

（8）  

となる．∑12，∑21も同様にして求めることができる．  

5．分析結果   

分析結果については，発表時に報告する．  

6．おわりに   

本研究では，海外旅行に関するアンケート結果をもとに，  

潜在需要を考慮したモデルを提案した．これにより，潜在  

的競合関係を視覚的に把握できる．  
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ここで，Cブは観光地ノへの旅行実行者のダミー行列，Aブ  

はその属性行列であり行数はnブである．また，Dj，Bメは  

それぞれ旅行断念者のダミー行列，属性行列であり，行数  

はmブ（＝恥×叫×γiゴーnJ）である．   

数量化理論ⅠⅠ類の評価尺度である相関比は，データ行列  

の分散・共分散行列より得られる．しかし，Bjは未知で  

あるので，分散・共分散行列を求めることができない．   

そこで，各観光地毎の旅行実行者と断念者の平均及び分  

散・共分散構造が等しいものとして，以下の手順により分  

散・共分散行列を求める．   

データ行列におけるAj，Bブ列の列平均のベクトルは次  

式により求められる．  

αメ＋むj 中αブ  

（5）  〝＝  

∑mJ＋∑mj ∑nブ＋∑mJ  
J  J  ノ  ブ  
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